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どこまで とんでいくのかな？ 

 

 

 

とんでとんでサンフランシスコ 
ドン・フリーマン さく やました はるお やく ＢＬ出版 Ｅ－フ 

サンフランシスコにある高
たか

いビルの屋
おく

上
じょう

に看
かん

板
ばん

がありました。看
かん

板
ばん

のＢの文
も

字
じ

には、雄
おす

の灰
はい

色
いろ

バトのシッドが住
す

んでいました。ある日
ひ

、シッドは雌
めす

の白
しろ

色
いろ

バトのミッジをＢの字
じ

の住
す

みかに

まねき、いっしょに巣
す

をつくりはじめます。数
すう

週
しゅう

間
かん

後
ご

、卵
たまご

をあたためているミッジを巣
す

にのこ

してシッドが公
こう

園
えん

にいったあと、おそろしい出
で

来
き

事
ごと

がおきました。 

 

ニルスが出会った物語１ まぼろしの町 

セルマ・ラーゲルレーヴ 原作 菱木 晃子 訳／構成 福音館書店 ９４９－ラ 

 いたずら好
ず

きのニルスは、ある日
ひ

妖
よう

精
せい

の魔
ま

法
ほう

で手
て

のひらほどの小
こ

人
びと

にされてしまい、ガチョウ

の背
せ

中
なか

にのって空
そら

の旅
たび

にでることになりました。おだやかな満
まん

月
げつ

の夜
よる

、島
しま

にいたニルスは、コウ

ノトリにつれられ、だれもいない砂
すな

浜
はま

におりたちます。そこにおちていた古
ふる

びた銅
どう

貨
か

をニルスが

けとばすと、そのとたん海
うみ

の上
うえ

にりっぱな城
じょう

壁
へき

があらわれました。 

 

みどりの小鳥 イタリア民話選 
イタロ・カルヴィーノ 作 河島 英昭 訳 岩波書店 ９７３－カ 

むかし、王
おう

さまのひとり娘
むすめ

が、継
まま

母
はは

にねたまれ森
もり

の奥
おく

の城
しろ

に閉
と

じこめられてしまいました。

ひとりぼっちで窓
まど

辺
べ

から空
そら

や小
こ

道
みち

をながめてすごしていると、ひとりの王
おう

子
じ

が通
とお

りかかり、やが

て王
おう

子
じ

と娘
むすめ

は愛
あい

しあうようになりました。遠
とお

くはなれて愛
あい

しあうふたりをかわいそうに思
おも

った

魔
ま

女
じょ

は、娘
むすめ

に魔
ま

法
ほう

の本
ほん

をとどけます。娘
むすめ

が本
ほん

のページをめくると、たちまち王
おう

子
じ

はカナリアに

なり娘
むすめ

のほうへ飛
と

んできました。（『カナリア王
おう

子
じ

』） 

 

 

 



ナイチンゲール 
Ｈ・Ｃ・アンデルセン 原作 角野 栄子 文 太田 大八 絵 小学館 Ｅ－オ  

 むかし、中
ちゅう

国
ごく

にいた皇
こう

帝
てい

の宮
きゅう

殿
でん

の庭
にわ

には、歌
うた

声
ごえ

がすばらしいナイチンゲールという鳥
とり

がすん

でいました。しかし、皇
こう

帝
てい

はナイチンゲールの声
こえ

をきいたことがありませんでした。そこで、

「ナイチンゲールをつれてきて、わしの前
まえ

でうたわせるように」とだいじんに命
めい

令
れい

しました。 

 

鳥は恐竜だった 鳥の巣からみた進化の物語 

鈴木 まもる 作・絵 アリス館 ４８８－ス 

 恐
きょう

竜
りゅう

から進
しん

化
か

したといわれる世
せ

界
かい

中
じゅう

の鳥
とり

は、巣
す

をつくり、卵
たまご

をうみ、ヒナを育
そだ

てます。キ

ムネコウヨウジャクの巣
す

は人
にん

間
げん

のお母
かあ

さんのおなかの形
かたち

ににています。どうしてこんな形
かたち

の巣
す

をつくるのでしょうか。巣
す

や卵
たまご

と、子
こ

育
そだ

てのちがいをしらべることは、進
しん

化
か

のふしぎの扉
とびら

をあ

ける、秘
ひ

密
みつ

のカギだったのです。 

 

にわとり城 
松野 正子 作 こぐま社 ９１３－マ 

 にわとりをいっぱいかっていたおひゃくしょうが死
し

んで、のろまなむすこがひとりでせわをし

ていました。そのうち、えさを買
か

うお金
かね

も自
じ

分
ぶん

の食
た

べるものもなくなったむすこは、のこってい

た五
ご

羽
わ

をにがして、世
よ

の中
なか

へたびにでることにしました。ところが一羽
い ち わ

のめんどりだけが、ひょ

こひょことむすこについてくるのです。 

 

ぼくとくらしたフクロウたち 

ファーレイ・モワット 作 稲垣 明子 訳 評論社 ９３３－モ 

 ビリーは前
まえ

からフクロウをペットにしたいと思
おも

っていました。ある年
とし

の春
はる

、ビリーはフクロウ

の中
なか

でいちばん大
おお

きい種
しゅ

類
るい

のミミズクのひなを二
に

羽
わ

飼
か

うことになります。ひなたちが大
おお

きくなる

と、ビリーは飛
と

びかたを教
おし

えました。飛
と

べるようになったミミズクは、土
ど

手
て

に住
す

むスカンクをつ

かまえますが、そのすさまじいにおいに隣
となり

近
きん

所
じょ

から苦
く

情
じょう

がきてしまいます。 


